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研究成果の概要（和文）：　医療記録に含まれる合成語810語を、用語集などに記載され慣用的に使われるも
の、慣用的でないもの、機能語を使わずに連文や節相当の語と捉えられるものの3タイプに分類した。次に合成
語810語を医療の観点から語分割し、得られた語構成要素1,264語に50種類の意味ラベルを付与した。また、合成
語の語構造を記述する記法を定め、公開を目的にこれらをまとめた一覧表を作成した。
　加えて、蓄積された記録データを施設内で医療従事者自らが処理できるように、正規化などの前処理、語分
割、合成語および語構成要素の抽出機能を持つ支援ツールを作成した。

研究成果の概要（英文）： The 810 compound words in the medical records were classified into three 
categories: those listed in the glossary and used idiomatically, those that are not idiomatic and 
those that are considered to correspond to a series of sentences or phrases without functional 
words. The 810 compound words were then segmented from a medical perspective and the resulting 1,264
 word components were assigned 50 different semantic labels. Furthermore, a method for describing 
the word structure of compound words was defined. A lexical table consisting of these was then 
created.
 Furthermore, a support tool with pre-processing functions, including normalization, word 
segmentation and the extraction of compound words and word components, was created to enable 
healthcare professionals to process the accumulated medical record data themselves in their 
facilities.

研究分野：医療言語処理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　医療記録に含まれる合成語には、辞書の見出し語にはない「食渣停滞」など、単語の一般的な意味から全体の
意味の推測が困難なものがある。これらを医療の観点から語分割し、各要素に意味ラベルを付与したことで、言
い換えが可能となり、機械学習や医療従事者向けの教育に活用できる。また、表記の揺れや同義語の統制が可能
となることから、自然言語処理の精度の向上が期待できる。
　加えて本言語処理支援ツールは、医療従事者が施設内で個人情報を含む医療記録の語分割および用語抽出を可
能にする。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
我が国では、医療用語の標準化がなされないまま、電子カルテシステムが導入され、日々大量

の医療記録データが蓄積されている。またコロナ禍により、オンライン診療が普及し、中小規模
病院においても医療記録の電子化が進むと考えられた。 

これらの医療記録データには、複合語に加え、略語や隠語、多様な表記・表現や、格助詞が省
略された臨時一語に相当する合成語（本研究では、「医療縮約表現」という）が含まれる。しか
し、個人情報が含まれ門外不出であることから、その詳細は明らかになっていない。従って、自
然言語処理における語分割や語の正規化等の前処理に必要な語単位の認定規則、および表記の
揺れや同義語を統一するための情報がない。 
一方、非構造データであるこれら医療記録データの二次利用に関する研究は年々増加し、

Google Scholar で言語の設定を“English”とし、検索キー「“EMRs” & “electronic medical 
records” & “Japan”」を検索（2020 年 10 月 10 日）したところ、2000 年～2010 年と 2010
年～2020 年の検索結果は、452 件→2,050 件（4.54 倍）となっていた。 

そして大量の医療記録データを対象とした研究は、国民の医療情報を匿名加工して、大学や製
薬企業の研究開発などでの活用を可能にする仕組みを定めた「次世代医療基盤法」が 2018 年 5
月に施行されたことにより益々増加すると考えられた。 
このような状況の中、厚生労働省は 2010 年 3 月より「保健医療情報分野における標準規格

（厚生労働省標準規格）」を順次定め、2020 年現在、一般社団法人 医療情報システム開発セン
ター（MEDIS－DC）より開発された①病名マスター、②歯科病名マスター、③臨床検査マスタ
ー、④医療品 HOT コードマスター、⑤看護実践用語標準マスター、⑥画像検査マスター等が採
択され、無償で公開された。しかし、これらは、各学会で作成された用語集や辞書、医学書から
選定されており、ある程度語彙化され、医療縮約表現は含まれない。また、これらは医療従事者
への応用を念頭にした医療情報学的な解析や言語学的な解析用に開発されたものではなく、自
然言語処理の前処理に利用可能なシソーラスの整備も不十分である。 
医療ビッグデータ（ＲＷＤ：Real World Data）の機械学習による自然言語処理では、①頻度

情報で妥当な結果となる程のデータ量があること、②低頻度語に重要な語が含まれていないこ
とに加えて、③結果に対する説明責任が必要だと考えられる。 
医療施設内で蓄積される医療記録データの量が機械学習に十分な量であると仮定した場合に

おいても、患者の症状を表す医療縮約表現などの多様な表現は、低頻度の語を増やし、「患者の
症状」という重要な情報の獲得を困難にする。また、得られた結果を説明する上でも、機械学習
の結果を確認する上でも、正解データ、すなわち人間可読のデータは必要である。 

医療縮約表現を構成する語構成要素とこれらの意味、そして文法的な関係が明らかになれば、
言い換えが可能になる。言い換えが可能になれば、表記の揺れや同義語を統制することができ、
自然言語処理の精度の向上が期待できる。また、難解な医療縮約表現を分かりやすい言葉に言い
換えることで、外国人医療従事者向けの教育に活用することができると考えた。 

２．研究の目的 
 本研究の目的は以下の二つである。 
(1) 医療記録に出現する「唾液流出良好」「頭部 CT/MRI」「白血球減少 grade1」「炎症反応高

値」などの用語集や医学辞書等に立項されていない医療縮約表現を対象に、これらを構成
する医療の観点から有意味な語構成要素を明らかにし、意味を表す意味ラベルを定め、「医
療縮約表現語彙試案表（仮称）」を作成し、公開すること 

(2) 個人情報を含み門外不出である医療記録データを、施設内で医療従事者がコンピュータ処
理をするために以下の機能を持つ支援ツールを作成し公開すること 
① 操作が簡単であり、ネットワークに接続することなく、ボタンのクリックで起動する 
② 前処理の機能として、文字コードの変換、正規化、文字列検索と抽出、n-gram の抽出 
③ 形態素解析器 MeCab 用のユーザ辞書作成支援 
④ 医療縮約表現の解析で得られた知見を利用した合成語の抽出機能 

３．研究の方法 
 医療縮約表現の解析は、以下の手順で行った。 
(1) 医療縮約表現の定義、選定方法、語構成要素の分割規則の策定 

選定基準は、石井（2007）の臨時一語の認定基準を参考に品詞情報を用いて策定 
語構成要素の分割では、品詞などを考慮した機能的な単位を用いるのではなく、医療の観
点から有意味性のある単位とし、同様に医療の観点に立つ意味分類を行う 

(2) 医療縮約表現の選定：方法(1)で定めた抽出基準に則り、医療記録データから抽出した合成
語を見出し語に含む実践医療用語辞書 ComeJisyoUtf8-3（登録語数 118,404 語）より、機械
的に抽出後、更に語末の単語が異なる語をランダムに抽出 

(3) 用語解析：医療縮約表現の語構成解析と意味解析 



① まず、医療従事者により、医療縮約表現を、病名や手術名などの複合語、慣用的に使
われる造語、臨時的な造語の 3 つのタイプに分類 

② 次に、医療従事者、日本語学研究者を含む共同研究者の合議により、医療の観点から、
医療縮約表現を語構成要素に分割 

③ 得られた語構成要素に医療の観点による意味ラベルの付与 
(4) 得られた研究成果からなる『医療縮約表現版 語構成要素試案表(仮称)』の作成 
(5) 医療従事者のための言語処理支援ツールの作成 

４．研究成果 
表 1 は、ComeJisyoUtf8-3 の見出し語から文書頻度が 1 以上の

5,690 語を抽出した後、ランダムに語末の異なる 810 語を対象とし
解析した結果である（方法(2)(3)）。 
縮 約 表 現 ：腸蠕動音減弱 
語構成要素列 ：腸蠕動音｜減弱 
意味ラベル列 ：指標  ｜現象，所見，状態 

「減弱」のように、複数の意味を持つ語構成要素には複数の意味ラ
ベルを付与した。 

これらの成果をまとめ『医療縮約表現版 語構成要素試案表（仮
称）』を作成した（方法(4)）。 
 医療縮約表現には、「便｜尿｜失禁」のように語構成要素の並列
および不連続な構造を持つものや、「内服管理｜能力」「内服｜管
理能力」のように分割位置が複数あるものがあった。そこでこれ
らの記述を可能にする複層化形態素解析（Multi-Layered 
Morphological analysis：MLMA）を提案した。 

 個人情報を含み門外不出の医療記録データを医療施設内で医療従事者がコンピュータで処理
できるように、前処理機能と MLMA により記述された合成語（文字列）から語構成要素を抽出す
る機能を持つ言語処理支援ツールを作成した（方法(5)）。 
 なお、『医療縮約表現版 語構成要素試案表(仮称)』
および言語処理支援ツールは、公開に向けて利用マニ
ュアルの作成および最終確認を行っている。これらの
準備ができ次第『医療縮約表現版 語構成要素試案表
(仮称)』は、言語資源協会（GSK）より、言語処理支援
ツールは、ComeJisyo Project の Web ページより、公開
する。 
 今回の解析で医療縮約表現の中には、語末に接頭辞
「未」のある「画像表示未」、「あり」「なし」が省略さ
れたと思われる「骨密度低下」、語末に「術」の省略が
考えられる「肩甲帯離脱」があった。省略の有無を確認
するためには、これらを含む医療記録文を入手し、文
脈からの意味および後続する文字列を調べる必要があ
り、今後の課題である。 
 

＜参考文献＞ 
① 石井正彦、現代日本語の複合語形成論、ひつじ書房、2007、p.251-260 
② ComeJisyoUtf8-3 https://comejisyo.com/ 
③ 特定非営利活動法人 言語資源協会(GSK)  https://www.gsk.or.jp/ 

表 2 解析結果 
 

語数 

縮約表現 810 

語構成要素 1,264 

意味ラベル 50 

表 1 タイプ 

 語数 

タイプ Ⅰ 233 

タイプ Ⅱ 200 

タイプ Ⅲ 387 

計 810 

【MLMA の記述例】 

縮約表現 MLMA 記述 語構成要素 意味ラベル 

便尿失禁 <便～><尿～><～失禁> 便 

尿 

失禁 

便失禁 

尿失禁 

生体物質，排泄物 

生体物質，排泄物 

症状，状態，病態 

症状，状態，病態 

症状，状態，病態 

内服管理能力 <[内服][管理><能力]> 内服管理 

能力 

内服 

管理能力 

管理 

治療行為~患者行為~支援行為~非医療行為 

指標 

患者行為，医薬品 

指標 

治療行為~患者行為~支援行為~非医療行為 

 

図 1 言語処理支援ツールの画面 
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